
 
2023 年１月発行 

                                                                   
 ボランティアだより  

 

みなさま、新年おめでとうございます。 

健やかに新春をお迎えのことと存じます。 

常日頃より、京丹波町ボランティアバンク運営委員会 

の活動につきまして、多くのみなさまのご理解、ご協力 

をいただいておりますことに感謝申し上げます。 

この紙面をお借りして、委員長として、年始のご挨拶をさせていただきますのも、昨年につ 

づいて、計 4 回目になります。毎年、何を書こうかなと迷いつつ、筆をとっていますが、本 

年は、volunteers’ motivations というレポートを紐解きながら、とりわけ、コロナ禍におけるボ 

ランティア活動の意味とは…という視点から、ボランティアに参加するきっかけについてふれ、

年頭のご挨拶とさせていただきます。みなさまが、ボランティアに積極的に関与いただける契 

機になれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年も、より一層たくさんのみなさまに、ボランティアとの関わりをもっていただくなかで、

体も心もキラキラと輝く 1 年になることを祈念しています。 
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年始のご挨拶 
 

委員長 山﨑 裕二 

 

出 典  Clary,Esnyder,M.&Ridge,R.(1992) Volunteer’ motivations:A functionalstrategy for the 

recruitment,placement,and retention of Volunteers 

 

▼社会      友人が活動していたり、知人がコミュニティーサービスをしていたり 

（social）     した場合、その影響を受けて参加する。 

▼価値      困難を抱える人たちや社会的な問題に関心をもち、その人たちへの 

（value）     援助や問題解決に向けて行動することが重要であると考えて参加する。 

▼キャリア     新しい体験の機会を得たり、次のキャリアを探す手がかりを得るために 

（career）        参加する。 

▼理解            ものごとについて新しい見方や考え方を習得したり、直接的な体験を 

（understanding）通じて学ぶために参加する。 

▼保護      トラブルを避けたり、嫌なことを忘れさせてくれたり、孤独にならない

（protective）  で済むので参加する。 

▼尊重      自分が必要とされ、欠かせない人であると感じるようになり、 

（esteem）    自己意識（self-esteem）が高まるので参加する。 

 

http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotanba/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

連絡先 
 

京丹波町社会福祉協議会 地域福祉課 （榎川・山﨑・上田） 

丹波支所 ☎８２－０１２６  和知支所 ☎８４－１８３３  

 

 １２月２２日の竹野サロンではクリスマス会が行

われました。スタッフはサンタの衣装で出迎えられ、

手作りのプレゼントを用意されていました。ゲームや

クイズをしながら、楽しい時間を過ごされました。 

 年内最後ということもあり、みなさん、良い年が迎

えられるように、声をかけ合われました。 

 南丹市園部町にある「こひつじの

苑」で行われた、しめ縄体験に京丹波

町内のボランティアが講師で招かれ

ました。 

 一緒にしめ縄体験をされる中で、 

「昔やっていたのを思い出し懐かし

い」「藁のいい匂いがする」と交流をさ

れました。 

 ボランティアからは、「一緒に体験

して、お正月の季節を味わってもらえ

てうれしい。部屋に飾ってもらい、良

い新年を迎えてほしい。」と、話されま

した。 

 参加できることの楽しさや交流の

大切さを感じた時間になりました。 

お互いに声を掛け合

える、元気を分け合え

る場があることが、 

元気の源ではないでし

ょうか。 


